
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
政
治
文
化

　
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の

　
　
　
　
　
　
社
会
心
理
学
的
分
析
モ
デ
ル
を
求
め
て
一

岡

沢

憲

芙

は
　
　
じ
　
　
め
　
　
に

スウェーデンの政治文化

　
シ
ス
テ
ム
理
論
の
導
入
に
よ
っ
て
大
き
な
説
明
能
力
を
獲
得
し
た
政
治
研
究
者
は
社
会
シ
ス
テ
ム
、
経
済
シ
ス
テ
ム
、
政
治
シ
ス
テ
ム

間
の
相
互
作
用
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い
る
諸
制
度
間
の
相
互
作
用
に
着
目
し
、
統
合
・
抗
争
パ
タ
ー
ン
の
解
明

に
研
究
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
て
い
る
。

　
一
方
、
政
治
シ
ス
テ
ム
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
内
部
に
位
置
し
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
構
成
単
位
を
形
成
し
て
い
る
個
人
や
小
集
団
（
小

集
団
の
基
本
単
位
は
も
ち
ろ
ん
個
人
）
の
行
為
や
行
動
を
主
要
研
究
対
象
に
据
え
、
そ
の
原
理
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
行
動
論
革
命
の
忠

実
な
使
徒
も
い
る
。
一
般
に
、
前
者
は
巨
視
分
析
レ
ベ
ル
、
後
者
は
微
視
分
析
レ
ベ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
近
年
、
研
究
者
の
関
心
を
次
第
に
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
政
治
文
化
論
、
政
治
的
社
会
化
論
は
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

二
つ
の
分
析
レ
ベ
ル
の
相
互
補
完
性
の
再
確
認
を
基
点
に
し
て
い
る
。
実
際
、
個
人
の
政
治
行
動
の
意
味
を
そ
の
行
動
の
発
生
す
る
シ
ス

テ
．
ム
と
切
り
離
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
も
到
底
不
可
能
で
あ
る
し
、
逆
に
、
シ
ス
テ
ム
・
レ
ベ
ル
の
出
来
事
を
そ
の
出
来
事
の
行
為
主
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体
に
関
す
る
認
識
．
理
論
．
知
識
の
な
い
ま
ま
理
解
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
努
力
は
水
泡
に
帰
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
政
治
行
動
が
真
空
状

態
の
中
で
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
限
り
、
政
治
生
活
に
関
す
る
包
括
的
な
理
論
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
努
力
に
は
、
不
可
避

的
に
、
両
分
析
レ
ベ
ル
が
要
求
さ
れ
る
、
巨
視
分
析
と
微
視
分
析
の
架
橋
作
業
に
現
代
政
治
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
る
研
究
者
、
と

り
わ
け
、
政
治
文
化
論
、
政
治
的
社
会
化
論
に
突
破
口
を
求
め
よ
う
と
す
る
研
究
者
は
、
そ
の
意
味
で
、
シ
ス
テ
ム
論
、
行
動
論
、
学
際

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
す
る
ム
：
ド
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
．
．

　
本
稿
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化
を
具
体
例
に
、
前
回
発
表
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
理
論
モ
デ
ル
を
微
視
分

析
レ
ベ
ル
で
精
緻
化
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
主
た
る
目
的
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
微
視
分
析
に
必
要

な
変
数
を
整
理
し
、
政
治
文
化
、
政
治
的
社
会
化
を
巨
視
・
微
視
分
析
の
全
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
で
位
置
付
け
る
こ
と
に
あ
る
．
、

二
　
社
会
心
理
学
的
分
析
の
基
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　
こ
こ
で
は
個
人
を
一
セ
ッ
ト
の
社
会
的
・
文
化
的
諸
力
の
中
に
位
置
付
け
、
個
人
と
そ
の
環
境
と
の
相
互
作
用
に
着
目
す
る
。
日
常
生

活
で
経
験
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
対
処
す
る
た
め
に
個
人
が
認
識
・
評
価
し
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
、
順
位
付
け
を
行
な
っ
て
い

る
諸
々
の
力
が
織
り
な
す
複
雑
な
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
こ
そ
個
人
の
政
治
行
動
や
態
度
が
表
現
形
式
を
求
め
る
文
脈
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
の
政
治
的
社
会
化
と
は
こ
の
相
互
作
用
（
環
境
と
個
人
と
の
）
に
よ
っ
て
、
個
人
が
自
分
を
取
り
囲
ん
で
い
る

環
境
に
つ
い
て
学
習
し
、
個
々
の
環
境
内
事
象
に
意
味
を
付
与
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
過
程
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
互
作
用
概

念
の
精
緻
化
に
努
め
て
い
る
ζ
ロ
N
鷺
興
ω
げ
興
篤
は
「
態
度
の
形
成
と
そ
の
変
化
は
個
人
の
内
か
ら
生
じ
る
影
響
力
と
（
自
分
自
身
が

積
極
的
な
参
与
者
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
）
環
境
か
ら
の
影
響
力
が
相
互
作
用
を
演
じ
て
い
る
枠
組
の
中
で
観
察
で
き
る
。
一
方
、
態
度
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スウェーデンの政治文化

変
化
と
関
連
の
あ
る
動
機
過
程
も
認
知
過
程
も
個
人
を
取
り
囲
む
社
会
状
況
か
ら
独
立
し
た
も
の
た
り
得
な
い
。
他
方
、
態
度
形
成
・
変

化
は
個
人
が
単
な
る
標
的
に
過
ぎ
ず
、
環
境
諸
恋
に
反
応
を
す
る
だ
け
の
存
在
で
あ
る
と
想
定
し
て
し
ま
う
、
一
方
通
行
的
な
過
程
と
考

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
相
互
作
用
概
念
を
出
発
点
と
す
る
限
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
を
問
わ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
諸
力
を
考
察
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
．
、

　
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
と
個
人
と
の
相
互
作
用
と
い
う
考
え
方
は
、
S
l
R
、
ま
た
は
、
S
i
O
－
R
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
理
解
さ
れ
展
開
さ

れ
る
、
基
本
的
な
心
理
学
的
特
性
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性
を
備
え
た
有
機
体
（
0
）
と
し
て
の
個
人
は
刺
激
（
S
）
ま
た
は
手
掛
り
に

影
響
を
受
け
、
逆
に
、
反
応
す
な
わ
ち
、
行
動
反
応
（
げ
①
冨
三
〇
邑
器
ω
℃
8
ω
Φ
）
を
生
み
出
す
　
　
閑
。
ぴ
窪
母
ω
凶
σ
q
Φ
一
は
一
般
的
な
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

習
過
程
に
論
及
し
、
反
応
要
因
を
報
酬
、
消
滅
、
罰
則
に
求
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
S
－
0
－
R
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
使
用
す
る
が
、
こ
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
は
刺
激
の
認
識
・
意
味
解
釈
、
そ
の
後
の
行
動
お
よ
び
行
動
の
意
味
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。

　
こ
の
ア
プ
ロ
；
チ
を
採
用
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
従
来
の
政
治
的
社
会
化
論
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
社
会
化
の
学
習
過
程
よ
り
結

果
、
と
く
に
政
治
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
実
験
研
究
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
を
無
視
し
て
し
ま
う
傾
向
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ぱ
政
治
的
社
会
化
の
あ
る
重
要
な
側
面
の
理
解
を
確
実
に
阻
ん
で
い
る
と
い
う
反
省
に
基
づ
い
て
い
る
。

三
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化
を
体
系
的
に
分
析
し
た
研
究
は
未
だ
存
在
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
入
手
し
得
る
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、

後
の
分
析
で
組
み
込
む
べ
き
変
数
の
発
見
を
第
一
の
狙
い
と
し
て
、
簡
単
に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
い
と
思
う
。

・
A
　
マ
ス
政
治
文
化
の
特
徴

今

91



　
ω
豊
富
な
政
治
的
知
識
と
高
度
の
政
治
的
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
認
識
過
程
、
す
な
わ
ち
個
人
が
個
人
を
取
り
巻
く
環
境
の
内
部
に
存
在
す
る
モ
ノ
（
例
え
ば
、
政
党
候
補
者
、
政
敵
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

政
治
的
事
件
な
ど
）
を
観
察
・
説
明
す
る
過
程
は
、
モ
ノ
を
主
観
的
に
観
察
し
、
そ
れ
を
客
観
的
現
実
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
く
過
程
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
あ
る
の
で
、
《
環
境
刺
激
》
と
そ
の
個
人
の
《
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
》
の
連
結
管
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
機
能
的
に
は
、
政

治
的
刺
激
を
フ
ィ
ル
タ
ー
処
理
す
る
一
種
の
鑑
別
過
程
で
あ
り
、
生
理
的
・
心
理
的
必
要
や
現
存
す
る
《
信
念
体
系
》
が
組
み
合
わ
さ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
こ
の
機
能
を
遂
行
す
る
。
環
境
内
に
存
在
す
る
高
度
に
複
雑
な
出
来
事
や
モ
ノ
を
理
解
・
同
化
す
る
能
力
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
限
界
が
あ
る
の
で
、
多
様
な
環
境
刺
激
を
理
解
す
る
た
め
に
も
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
認
識
過
程
は
個
人

が
政
治
権
力
の
客
体
で
は
な
く
、
積
極
的
参
加
主
体
と
し
て
、
そ
の
環
境
に
対
処
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
過
程
で
あ
り
、
認
知
的
な

《
態
度
》
獲
得
過
程
の
一
部
を
形
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
政
治
的
認
識
過
程
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
①
認
識
対
象
の
性
格
、
②
刺
激
の
強
度
（
個
人
の
生
理
的
能
力
）
、
③
コ
、
、
、
ユ
ニ
ヶ
ー
シ

ョ
ン
の
ス
タ
イ
ル
、
④
社
会
的
文
脈
、
⑤
個
人
の
信
念
体
系
、
⑥
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
⑦
文
化
背
景
、
お
よ
び
、
⑧
政
治
的
社
会

　
　
　
　
　
　
（
7
）

化
過
程
な
ど
で
あ
る
。

　
《
政
治
的
社
会
化
》
に
対
す
る
関
心
の
増
大
は
六
〇
年
代
以
後
の
現
象
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
愛
国
心
や
革
命
の
根
底
に
あ
る
も
の
、
．
政

治
シ
ス
テ
ム
の
作
動
過
程
に
見
ら
れ
る
安
定
・
不
安
定
の
根
元
、
政
治
発
展
過
程
の
成
功
・
失
敗
の
源
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
選
好
や
党
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

的
行
動
の
基
礎
、
な
ど
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
研
究
者
は
何
ら
か
の
形
で
政
治
的
社
会
化
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
幻
・
腔
σ
q
2

は
政
治
的
社
会
化
の
研
究
は
も
は
や
幼
年
期
レ
ベ
ル
を
脱
し
た
と
は
い
え
青
年
期
に
は
到
達
し
て
お
ら
ず
、
い
わ
ん
や
成
人
期
レ
ベ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
ほ
ど
遠
い
と
政
治
的
社
会
化
研
究
の
学
問
状
況
を
捉
え
、
こ
の
分
野
へ
の
関
心
の
増
大
を
促
し
た
理
由
を
次
の
三
つ
に
求
め
て
い
る
。
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スウェーデンの政治文化

　
①
新
興
国
家
の
急
激
な
増
殖
　
　
か
よ
う
な
国
家
の
第
一
の
仕
事
は
「
わ
れ
わ
れ
意
識
の
窪
ω
Φ
o
h
埼
Φ
出
Φ
ω
ω
－
］
の
造
出
、
国
家
へ
の

忠
誠
心
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
育
成
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
国
家
自
身
が
政
治
的
社
会
化
の
担
い
手
と
な
る
必
要
が
あ
る
。

　
②
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
　
　
二
〇
世
紀
の
国
家
は
そ
れ
が
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
れ
、
自
ら
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
標
榜
す
る
に

至
っ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
統
治
さ
れ
る
者
の
同
意
を
力
の
源
泉
に
し
て
い
る
の
で
、
国
民
の
忠
誠
心
と
国
民
か
ら
の

承
認
を
存
立
の
基
盤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
の
政
治
行
動
を
支
配
す
る
価
値
、
規
範
に
対
す
る
関
心
の
増
大
と
共
に
政
治
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
に
も
ま
し
て
「
人
間
精
神
に
対
す
る
闘
い
」
の
時
代
に
突
入
し
た
。

　
③
変
動
の
時
代
一
二
〇
世
紀
は
ま
た
、
前
例
の
な
い
程
の
技
術
変
動
、
社
会
変
動
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
変
動
の
時
代
で
も
あ
る
。
こ
の

変
動
過
程
は
、
新
し
い
機
械
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
要
求
の
導
入
・
出
現
・
拡
散
に
よ
る
不
安
感
や
不
平
・
不
満
を
現
出
さ
せ
、
他
方
で
利

益
・
要
求
の
多
様
化
を
生
み
出
し
た
が
、
国
家
は
忠
誠
心
の
動
揺
と
い
う
事
態
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
民
意
識
の
変
化
（
多
様

化
）
に
対
応
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
は
か
る
た
め
の
政
治
が
何
よ
り
も
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
三
つ
は
今
日
の
政
治
の
世
界
が
持
つ
基
本
的
性
格
に
由
来
す
る
理
由
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
、
か
よ
う
な
背
景
の
中
で
有

意
性
を
問
わ
れ
る
に
至
っ
た
社
会
諸
科
学
の
学
問
状
況
に
由
来
す
る
理
由
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　
④
巨
視
分
析
と
微
視
分
析
を
結
ぶ
連
結
環
を
発
見
し
、
政
治
行
動
に
関
す
る
包
括
的
理
論
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
社
会
諸
説
学
内
で
醸

酵
さ
れ
て
い
た
旺
盛
な
意
欲
が
政
治
的
社
会
化
論
に
突
破
口
を
求
め
た
。

　
政
治
的
社
会
化
は
そ
の
機
能
遂
行
の
レ
ベ
ル
か
ら
次
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

　
先
ず
第
一
は
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
な
い
し
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
の
政
治
的
社
会
化
で
あ
る
。
こ
の
社
会
化
は
当
該
社
会
の
支
配
的

な
政
治
的
基
準
・
政
治
文
化
を
世
代
か
ら
世
代
に
伝
え
、
政
治
的
継
続
性
の
基
盤
を
与
え
る
。
皆
皆
げ
錠
住
国
●
U
o
≦
ω
o
口
9
。
巳
閑
Φ
昌
昌
。
葺
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中
①
≦
葺
は
政
治
文
化
を
伝
播
す
る
過
程
を
、
①
不
変
の
政
治
文
化
の
次
の
世
代
へ
の
伝
播
、
②
世
代
か
ら
世
代
へ
の
伝
達
過
程
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

は
、
一
世
代
内
の
伝
達
過
程
で
の
文
化
変
更
、
③
今
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
政
治
文
化
の
創
造
、
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
三
種
の

文
化
伝
播
が
効
果
的
に
行
な
わ
れ
た
ら
当
該
社
会
に
対
す
る
忠
誠
心
や
愛
着
の
絆
が
強
化
さ
れ
、
継
続
性
・
安
定
性
を
社
会
が
獲
得
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
U
p
＜
達
国
餌
ω
8
母
型
口
畠
冒
。
犀
∪
①
ロ
巳
ω
は
交
化
伝
播
が
正
当
性
や
服
従
の
感
情
を
創
造
・
維
持
す
る
と
表
現
し
て
い

（
1
2
）

る
。　

こ
の
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
政
治
的
社
会
化
は
個
人
を
教
育
・
訓
練
・
啓
発
し
て
、
政
治
社
会
の
健
全
な
メ
ン
バ
ー
に
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
こ
れ
は
存
続
と
い
う
個
人
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
第
一
義
的
な
目
的
の
た
め
の
社
会
化
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
「
健
全
な
メ
ン
バ
ー
」
と
い
う
概
念
は
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
定
義
さ
れ
よ
う
。
物
言
わ
ぬ
受
動
的
臣

民
を
望
む
シ
ス
テ
ム
も
あ
れ
ば
、
能
動
的
市
民
の
輩
出
を
歓
迎
す
る
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
。
（
多
く
の
開
発
途
上
国
で
は
、
政
治
的
社
会
化

の
第
一
義
的
目
標
は
国
民
統
合
で
あ
り
、
後
者
は
大
幅
に
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
）
。

　
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
政
治
的
社
会
化
の
対
象
は
、
も
う
少
し
詳
し
く
い
え
ば
、
次
の
三
つ
に
分
類
で
き
よ
う
。
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

国
家
。
②
体
制
　
　
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
、
憲
法
秩
序
、
権
威
構
造
。
③
政
府
　
　
行
政
部
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

度
・
ポ
ス
ト
、
お
よ
び
特
定
の
人
物
群
。

　
政
治
的
社
会
化
の
今
一
つ
の
レ
ベ
ル
は
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
、
な
い
し
は
、
個
人
レ
ベ
ル
の
社
会
化
で
あ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
政
治
的
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

会
化
の
目
的
は
「
政
治
的
自
我
℃
o
犀
8
寧
ω
色
こ
の
獲
得
で
あ
る
。

　
政
治
的
社
会
化
を
め
ぐ
る
最
大
の
誤
解
は
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
の
支
持
の
動
員
と
の
関
連
で
、
忠
実
な
下
僕
を
作
る
た
め
の
公
権
力
に

よ
る
洗
脳
（
げ
鑓
冒
・
毒
薗
ω
匡
コ
ひ
q
）
・
教
化
（
ヨ
畠
o
o
け
『
貯
二
二
〇
づ
）
と
し
て
専
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
∪
●
冒
容
ω
は
プ
リ
ミ
ィ
テ
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イ
ブ
な
社
会
に
お
け
る
教
化
、
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
近
代
国
家
に
お
け
る
教
化
（
典
型
的
に
は
ナ
チ
ス
党
に
よ
る
洗
脳
・
教
化
）
の
例

を
あ
げ
、
「
す
べ
て
の
体
制
は
フ
ォ
ー
マ
ル
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
を
問
わ
ず
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
多
大
の
投
資
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
一
つ
は
社
会
教
化
で
あ
る
。
政
治
制
度
の
正
当
性
に
対
す
る
信
念
を
永
続
化
さ
せ
、
広
く
行
き
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
っ
た
政
治
的
価
値
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
古
い
伝
統
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
洗
脳
・
教
化
は

政
治
的
社
会
化
の
暗
い
一
面
と
し
て
、
体
制
、
時
代
の
相
違
を
超
え
て
常
に
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
い
う
、
政
治
的
自
我
の
確
立
と
は
、
「
自
・
他
の
識
別
」
か
ら
「
社
会
的
自
我
の
獲
得
」
、
匂
＄
づ
野
山
σ
q
9
の
言
葉
に
よ
れ
ば

「
自
己
中
心
性
Φ
σ
q
o
8
暮
二
ω
ヨ
」
か
ら
の
「
社
会
中
心
性
ω
o
o
δ
o
①
馨
鼠
ω
ヨ
」
へ
の
発
展
過
程
を
い
う
。
感
情
的
に
未
熟
な
有
機
体
は
本

質
的
に
、
未
だ
エ
ゴ
中
心
的
な
段
階
に
あ
り
、
感
情
移
入
や
相
互
作
用
を
伴
っ
て
他
の
人
々
と
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
る
で
自
分
が

全
世
界
の
照
準
セ
ン
タ
ー
の
中
央
に
位
置
す
る
か
の
よ
う
に
行
動
し
、
話
す
。
論
理
的
一
貫
性
は
欠
如
し
、
ま
っ
た
く
未
分
化
の
状
態
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
「
自
己
」
と
「
外
部
世
界
」
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
社
会
中
心
性
は
そ
の
後
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

到
達
し
て
始
め
て
、
相
互
作
用
的
な
用
語
で
話
す
こ
と
が
で
き
、
論
理
的
一
貫
性
を
追
求
で
き
、
未
分
化
状
態
か
ら
脱
出
す
る
。

　
以
上
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
政
治
的
社
会
化
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
み
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
政
治
的
社
会
化
の
内
容
に
若
干
の
相

違
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
社
会
化
は
そ
の
内
容
か
ら
、

　
①
認
知
的
社
会
化
一
政
治
的
知
識
や
情
報
を
伝
達
す
る
社
会
化
、
②
感
情
的
社
会
化
一
政
治
的
信
条
や
価
値
を
伝
達
す
る
社
会

化
、
に
大
別
で
き
る
。

　
前
者
は
政
治
的
認
識
の
高
・
低
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
後
者
は
内
部
化
過
程
（
一
つ
ひ
O
同
某
氏
一
一
N
”
八
一
〇
昌
）
を
経
由
し
て
信
念
体
系
の
内
容
に
影

響
を
与
え
る
。
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最
後
に
、
政
治
的
社
会
化
の
担
い
手
と
し
て
は
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
は
、
家
庭
、
学
校
、
教
会
、
政
党
、
利
益
集
団
、
仲
間

集
団
、
人
種
集
団
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
政
治
的
学
習
の
発
展
パ
タ
ー
ン
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
は
、
子
供
が
急
速
に
当
該
政
治
シ
ス
テ
ム
に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
、
人
生
の
比
較

的
早
い
時
期
に
当
該
政
治
シ
ス
テ
ム
の
成
人
が
持
つ
態
度
、
感
情
、
時
に
は
活
動
す
ら
も
分
有
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
実
証
的
研
究
を

　
　
　
　
　
（
1
7
）

通
じ
て
発
見
し
た
。

　
研
究
結
果
は
、
①
高
校
時
代
に
は
ご
く
僅
か
の
変
化
し
か
お
こ
ら
な
い
と
い
う
結
論
の
も
の
、
②
主
な
変
化
は
初
等
教
育
時
代
に
お
こ

図表1：政治的態度・行動の発展パターン（仮説）

成人の態
度・行動

　　茎

　　≦

　　羅

　　響

非成人の
態度・行動

ノ
ノ

’

　初等教育時代高校・大学時代成人期

　　　　　年齢

る
と
い
う
結
論
の
も
の
、
③
初
等
教
育
の
終
了
時
迄
に
学
習
・
確
立
さ
れ
る
態
度
、
オ
ピ

ニ
オ
ン
、
行
動
は
成
人
の
も
の
と
ほ
ぼ
等
し
い
と
い
う
結
論
の
も
の
、
④
重
要
な
変
化
・

発
展
は
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
で
生
じ
、
高
校
時
代
、
成
人
期
の
変
化
を
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
結
論
の
も
の
、
に
大
別
で
ぎ
る
。
実
証
的
研
究
を
行
な
っ
た
多
く
の
研

究
者
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
図
表
（
1
）
の
「
政
治
的
態
度
・
行
動
の
発
展
パ
タ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
④
を
主
張
す
る
数
少
な
い
研
究
者
で
あ
る
竃
・

囚
。
暮
智
昌
艮
口
σ
q
ω
β
。
昌
匙
霞
。
冨
「
島
O
σ
2
8
巳
一
に
し
て
も
「
初
期
の
社
会
化
は
そ
の
性

格
上
、
適
切
な
交
化
規
範
、
動
機
の
教
育
に
主
た
る
関
心
が
払
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
政

治
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
支
配
的
価
値
に
対
す
る
基
本
的
関
与
、
一
体
化
に
つ
い
て
い
え
ば
、

幼
年
時
代
は
形
成
期
で
あ
る
ば
か
り
か
、
た
い
て
い
の
場
合
、
持
続
的
効
果
を
生
む
時
期

　
　
　
（
1
9
）

で
も
あ
る
」
と
述
べ
、
幼
年
期
の
社
会
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
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政
治
的
社
会
化
の
担
い
手
研
究
は
、
か
く
し
て
、
幼
年
時
代
の
主
た
る
社
会
化
の
担
い
手
と
な
る
、
学
校
、
家
庭
、
仲
間
集
団
（
同
輩

集
団
）
、
お
よ
び
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
担
い
手
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
家
庭
、
学
校
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
で
の
社
会
化
の
隠
れ
た

担
い
手
で
も
あ
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
論
述
を
前
提
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化
を
特
徴
付
け
る
事
実
群
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
　
　

　
▽
F
　
教
育
制
度
の
完
備
↓
高
い
読
み
書
き
能
力
↓
政
治
的
社
会
化
（
と
り
わ
け
認
知
的
社
会
化
）
機
能
の
円
滑
な
作
動
↓
政
治
的
認

識
の
促
進

　
①
（
教
育
の
機
会
均
等
）
身
体
障
害
者
や
言
語
上
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
国
民
へ
の
恵
ま
れ
た
教
育
機
会
の
提
供
。

　
②
（
少
人
数
教
育
）
義
務
教
育
（
九
年
）
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
レ
ベ
ル
（
三
年
）
で
一
ク
ラ
ス
あ
た
り
定
員
は
最
大
二
五
名
、
、
ミ
ド
ル
お
よ

び
シ
ニ
ア
・
レ
ベ
ル
（
各
三
年
）
で
は
三
〇
名
が
上
限
。

　
③
（
生
涯
教
育
）
初
等
教
育
か
ら
成
人
を
対
象
と
し
た
各
種
成
人
教
育
シ
ス
テ
ム
に
い
た
る
き
め
細
か
な
教
育
制
度
の
完
備
。
地
方
公

共
団
体
教
育
委
員
会
の
成
人
教
育
（
主
に
夜
間
）
、
「
国
民
高
等
学
校
」
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
成
人
教
育
、
通
信
教
育
に
よ
る
成

人
教
育
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
教
育
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
④
（
教
育
の
機
会
均
等
）
初
等
教
育
よ
り
大
学
教
育
に
い
た
る
ま
で
授
業
料
は
無
料
で
あ
り
、
奨
学
金
制
度
も
完
備
し
て
い
る
。
（
義

務
教
育
と
公
立
学
校
の
無
月
謝
は
遠
く
一
八
四
二
年
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い
る
）
。

　
⑤
（
参
加
）
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
i
大
学
進
学
コ
ー
ス
の
高
等
学
校
1
ー
レ
ベ
ル
で
は
生
徒
の
代
表
が
ク
ラ
ス
や
学
科
の
編
成
に
つ
い

て
、
職
員
会
議
や
合
同
協
議
会
に
参
加
す
る
。
と
く
に
、
生
徒
、
教
員
の
合
同
協
議
会
は
す
べ
て
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
あ
り
、
生
徒
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
恒
常
的
な
パ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
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▽
F
　
一
人
あ
た
り
新
聞
発
行
部
数
の
大
き
さ
↓
政
治
的
情
報
．
知
識
の
拡
散
↓
政
治
的
認
識
・
社
会
化
機
能
の
基
礎
構
築

　
①
基
本
法
に
よ
る
「
報
道
の
自
由
」
の
完
全
な
保
護
（
一
七
六
六
年
一
二
月
以
来
の
世
界
最
古
の
歴
史
を
持
つ
）
。

　
②
一
切
の
検
閲
を
禁
止
（
戦
時
中
と
い
え
ど
も
政
府
は
検
閲
し
え
な
い
）
。

　
③
す
べ
て
の
公
文
書
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
権
の
確
立
（
た
だ
し
例
外
的
に
、
一
九
三
七
年
の
秘
密
保
適
法
に
よ
っ
て
秘
密
保
持
の
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
な
る
公
文
書
が
規
定
さ
れ
て
い
る
）
。

　
④
有
力
紙
は
す
べ
て
政
党
機
関
紙
と
な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
型
に
近
い
（
図
表
H
・
皿
）
。

　
⑤
一
人
あ
た
り
新
聞
発
行
部
数
は
○
・
五
六
部
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
日
一
〇
〇
人
に
つ
き
五
六
部
の
新
聞
が
購
読
さ
れ
て
い
る
。
（
一

九
七
二
年
現
在
総
人
口
八
一
二
万
九
一
六
〇
人
、
総
発
行
部
数
四
五
五
三
五
〇
部
）
。
完
備
し
た
宅
配
制
度
や
激
烈
な
拡
販
競
争
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

点
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
数
字
に
匹
敵
す
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
　
ヨ

　
▽
F
　
高
い
投
票
率
‡
政
治
的
知
識
．
認
識
の
大
き
さ
（
図
表
W
参
照
）

　
　
　

　
▽
F
　
各
種
世
論
調
査
の
結
果
‡
政
治
的
認
識
の
大
き
さ

　
①
一
九
六
七
年
中
ご
ろ
行
な
わ
れ
た
世
論
調
査
で
は
全
国
サ
ン
プ
ル
の
九
〇
％
が
教
育
相
O
互
勺
巴
日
Φ
の
党
派
を
正
確
に
知
っ
て

い
た
（
社
民
党
員
の
間
で
は
九
三
％
）
。
ま
た
、
ω
＜
Φ
⇒
≦
Φ
α
9
が
新
し
く
国
民
党
党
首
に
選
出
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
と
指
摘
で
き
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

は
六
二
％
（
国
民
党
員
の
間
で
は
七
五
％
）
で
あ
っ
た
。

　
②
同
じ
年
の
秋
に
行
な
わ
れ
た
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
（
回
答
者
一
八
○
○
名
）
の
九
二
％
が
E
E
C
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

と
回
答
し
、
五
九
％
が
そ
れ
を
正
確
に
指
摘
で
き
た
。
（
違
っ
た
答
を
し
た
者
は
三
五
％
。
六
％
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
）
。

　
③
↓
鋤
ひ
q
Φ
国
二
こ
口
山
興
の
後
継
者
問
題
が
登
場
し
た
時
、
O
δ
h
℃
巴
語
ρ
○
億
口
口
母
ω
外
事
口
σ
q
層
閑
ユ
ω
8
円
芝
げ
犀
ヨ
き
の
三
人
が
下
馬
評
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　　　　　図表皿：各党の有力紙と発行部数（上位三紙）

統
一
党

穏
健

中
央
党

国
民
党

社
民
党

新　聞　紙　名

Svenska　Dagbladet

Nya　Wermlands－Tidningen

Ostg6ta　Correspondenten

Skanska　Dagbladet

Hallands　Nyheter

Norra　Skane

発行回数・ 発行部数

7
ρ
0
6

158，000

76，100

63，700

6
6
6

34，300

25，200

22，700

Expressen

Dagens　Nyheter

G6teborgs－Posten

Aftonbladet

Arbetet

Norrlandska　Socialdemokraten

7
7
7

620，200

441，000

293，000

7
7
6

501，200

103，300

40，900

＊出典（注22）

　　　　図表皿：1970年党派別新聞数と合計発行部数

｛新聞数

穏健統一党
中 央 党

国 民 党

社 民 党

43

13

44

24

発行部数
809，900

137，100

2，202，000

952，300

図表W：下院選挙投票率

選挙年
1960年

1964

1968

1970

1973

投票率
85．9％

83．9

89．3

88．3

90．8

前回比

一2．0

十5．4

一1．0

十2．5
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に
上
っ
た
が
、
そ
の
時
の
世
論
調
査
（
サ
ン
プ
ル
数
一
二
〇
〇
）
で
は
六
九
％
の
者
が
閑
・
老
8
貯
ヨ
僧
づ
の
党
派
を
正
し
く
指
摘
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

た
（
社
民
党
員
の
間
で
は
七
二
％
）
。

　
④
重
要
人
物
身
辺
警
護
警
察
（
ω
鱒
①
臣
①
8
喝
9
ω
Φ
亭
Q
D
菩
。
）
の
活
動
が
一
九
六
七
年
に
新
聞
紙
上
で
連
続
的
に
論
議
さ
れ
た
が
そ
の

後
の
世
論
調
査
（
サ
ン
プ
ル
数
一
二
〇
〇
）
で
は
八
三
％
の
者
が
「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
、
う
ち
七
〇
％
の
者
が
ω
9
0
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

い
て
正
確
に
指
摘
で
き
た
（
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
た
者
一
三
％
）
。

　
②
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
大
き
な
愛
着
・
支
持

政
治
的
社
会
化
が
当
該
社
会
で
広
く
行
き
わ
た
・
て
い
る
価
値
を
認
知
的
に
学
ぶ
段
階
か
曳
誘
価
値
を
「
自
分
の
も
亀
と
し
て

受
け
入
れ
る
段
階
、
す
な
わ
ち
、
当
該
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
選
好
さ
れ
て
い
る
価
値
や
行
動
に
対
す
る
感
情
的
な
選
好
を
獲
得
す
る
段

階
、
に
至
っ
た
時
、
社
会
的
価
値
が
内
部
化
さ
れ
た
と
呼
ぶ
。
＝
興
げ
。
冨
国
色
日
磐
は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
規
範
、
価
値
、
信
条
、
態
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

が
個
人
に
よ
っ
て
内
部
化
さ
れ
る
時
、
社
会
化
過
程
の
有
効
性
が
証
明
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
内
部
化
の
段
階
か

ら
、
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
愛
着
・
支
持
（
9
国
器
8
口
の
い
う
一
般
的
支
持
）
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
信
念
体
系
と
は
構
成
要
素
が
あ
る
種
の
制
約
す
な
わ
ち
機
能
的
相
互
依
存
性
に
よ
っ
て
一
つ
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
思
想
．
態
度
の

　
　
　
　
　
（
2
9
）

統
合
体
系
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
《
政
治
的
信
念
体
系
》
は
政
治
的
対
象
に
向
け
ら
れ
た
、
思
想
．
態
度
の
統
合
体
系
と
定
義
で
き
よ
う
。

言
う
迄
も
な
く
、
政
治
的
信
念
体
系
は
《
環
境
刺
激
》
－
構
成
要
素
は
《
社
会
的
刺
激
》
・
《
文
化
刺
激
》
t
と
《
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
》

の
相
互
作
用
の
中
で
醸
成
さ
れ
る
が
政
治
的
社
会
化
・
認
識
過
程
か
ら
の
大
き
な
影
響
力
の
下
に
あ
る
。

　
信
念
体
系
は
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
を
結
び
付
け
凝
集
さ
せ
る
「
統
合
の
絆
」
で
あ
る
。

　
「
政
治
共
同
体
を
統
合
さ
せ
る
も
の
は
信
念
体
系
で
あ
る
。
そ
れ
は
共
同
体
の
各
構
成
員
の
内
外
に
織
り
な
さ
れ
、
と
き
に
は
共
同
体
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を
緊
密
な
も
の
に
し
、
と
き
に
は
若
干
の
伸
張
を
許
容
し
、
鋼
の
ス
プ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
他
の
共
同
体
に
向
か
い
伸
縮
す
る
柔
軟
性
あ
る

紐
帯
で
あ
る
。
市
民
の
根
本
的
基
底
を
な
す
も
の
は
こ
の
信
念
で
あ
り
、
こ
の
体
系
こ
そ
は
市
民
相
互
な
ら
び
に
そ
の
支
配
者
に
対
す
る

関
係
に
か
ん
す
る
彼
ら
の
思
想
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
信
念
体
系
、
こ
の
共
通
の
基
盤
が
な
け
れ
ば
、
政
治
共
同
体
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

存
在
す
る
と
は
言
い
得
な
い
L
。

　
そ
の
構
成
要
素
は
、
《
価
値
》
と
《
信
念
》
お
よ
び
《
態
度
》
で
あ
る
。
《
価
値
》
は
目
標
の
選
択
で
あ
り
、
《
信
念
》
は
目
標
達
成
の

た
め
の
手
段
の
選
択
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
は
態
度
の
構
成
要
素
と
な
る
。
《
態
度
》
は
そ
れ
が
表
現
形
式
を
与
え
ら
れ
た
時
《
ポ
リ

テ
ィ
カ
ル
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
》
と
な
る
の
で
、
《
政
治
的
信
念
体
系
》
は
《
態
度
》
と
《
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
》
の
織
り
な
す
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

合
体
系
と
も
定
義
さ
れ
よ
う
。

　
信
念
・
価
値
・
態
度
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
含
め
た
《
信
念
体
系
》
は
そ
の
基
本
的
な
属
性
か
ら
次
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
考
察

さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
先
ず
第
一
は
、
認
知
的
信
念
体
系
一
感
情
的
信
念
体
系
の
類
別
で
あ
る
。
前
者
は
主
に
知
識
、
知
性
、
事
実
認
識
に
関
す
る
デ
ィ
メ
ン

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
信
念
と
か
信
条
と
通
常
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
即
応
す
る
。
後
者
は
善
・
悪
と
か
好
・
悪
に
関
す
る
価
値
付
与
的
で
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

情
指
向
的
な
選
好
や
表
明
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
（
通
常
、
　
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
。
　
O
δ
〈
国
づ
巳
ω
母
8
二
は
信
念

体
系
が
こ
の
二
つ
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
に
沿
っ
て
多
様
な
形
を
と
る
と
述
べ
、
認
知
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
で
は
「
閉
鎖
的
信
念
体
系
－
開

放
的
信
念
体
系
」
を
、
感
情
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
で
は
感
情
の
強
弱
に
よ
っ
て
、
「
強
度
の
政
治
的
信
念
体
系
－
弱
い
政
治
的
信
念
体
系
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

の
連
続
体
を
考
え
て
い
る
。
確
か
に
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
認
知
、
感
情
は
緊
密
に
結
び
付
い
て
お
り
、
識
別
は
困
難
で
あ
る
。
し
か

し
、
マ
ス
の
現
象
と
し
て
捉
え
れ
ば
認
知
、
感
情
は
別
個
に
変
化
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
「
ホ
ッ
ト
な
政
治
」
か
ら
「
ク
ー
ル
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な
政
治
」
へ
の
急
激
な
移
行
、
お
よ
び
、
そ
の
逆
の
現
象
は
経
験
的
に
も
認
め
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
該
社
会
の
信
念
体
系
の
持
つ
基
本
属
性
を
分
析
す
る
際
に
使
用
す
べ
き
今
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
信
念
体
系
の
方
向
（
性
）
・
強

度
・
安
定
性
で
あ
る
。
方
向
性
と
は
政
治
的
対
象
に
向
け
て
抱
く
感
情
で
あ
る
。
例
え
ば
、
個
々
の
公
共
政
策
に
対
す
る
是
・
非
、
政
治

的
問
題
の
評
価
に
あ
た
っ
て
リ
ベ
ラ
ル
か
保
守
か
、
強
度
と
は
政
治
的
対
象
に
向
け
て
持
つ
感
情
の
度
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
公
共
政
策

を
ど
れ
位
強
く
是
認
・
否
認
す
る
か
、
ど
の
程
度
リ
ベ
ラ
ル
／
保
守
で
あ
る
か
。
安
定
性
と
は
方
向
（
性
）
、
強
度
の
時
系
列
的
変
容
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

連
す
る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
的
対
象
に
対
す
る
評
価
、
そ
の
評
価
の
強
度
が
時
の
推
移
と
共
に
変
化
す
る
度
合
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
態
度
変
化
の
問
題
に
逢
着
す
る
。
信
念
体
系
内
の
葛
藤
は
、
信
念
体
系
そ
の
も
の
が
「
社
会
へ
の
適
応
」
、
「
エ
ゴ
防
衛
」

の
機
能
を
演
じ
て
い
る
が
故
に
、
行
動
、
態
度
（
変
化
）
、
信
念
体
系
の
再
組
織
に
何
ら
か
の
形
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
社
会
心
理
学
は
認
知
の
一
貫
性
理
論
（
8
σ
q
雪
目
く
①
o
o
昌
昌
ω
8
づ
。
《
昏
Φ
o
憂
）
を
中
心
に
態
度
変
化
の
分
野
で
極
め
て
有

益
な
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
い
る
。
認
知
の
一
貫
性
理
論
は
あ
る
種
の
葛
藤
状
況
、
例
え
ば
、
個
人
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
や
行
動
と
他
人
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
（
世
論
な
ど
）
に
関
す
る
認
識
と
の
間
の
葛
藤
、
個
人
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
一
セ
ッ
ト
の
認
知
（
過
去
の
認
知
や
現
時
点
で
の
信

念
体
系
）
と
の
間
の
葛
藤
、
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。

　
①
個
人
に
は
態
度
構
造
の
一
貫
性
に
向
か
う
傾
向
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　
②
個
人
は
一
貫
性
を
崩
す
可
能
性
の
あ
る
刺
激
は
避
け
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
。
一
貫
性
が
存
在
し
な
い
時
に
は
、
自
己

の
信
念
体
系
を
変
更
す
る
か
環
境
を
変
え
よ
う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
こ
の
分
野
で
は
バ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
　
（
じ
d
9
一
9
昌
O
O
　
b
P
O
窪
Φ
一
）
、
　
一
致
モ
デ
ル
　
（
O
O
昌
ぴ
q
同
憂
蔓
ヨ
。
α
9
）
、
　
不
協
和
理
論
（
∪
δ
ω
o
思
料
づ
。
①

些
Φ
o
q
）
な
ど
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ご
こ
で
は
一
つ
一
つ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、
葛
藤
理
論
を
基
礎
に
環
境
刺
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スウェーデンの政治文化

激
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
属
性
を
分
析
枠
組
に
組
み
込
も
う
と
す
る
ζ
・
ω
げ
臼
罵
の
「
判
断
ー
エ
ゴ
・
関
与
モ
デ
ル
冒
α
σ
q
①
ヨ
Φ
コ
入
国
σ
q
〒

冒
く
9
＜
①
ヨ
①
暮
H
≦
o
◎
①
ご
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。

　
ζ
・
ω
ず
興
崖
は
態
度
を
瞬
間
的
・
一
時
的
な
問
題
か
ら
で
は
な
く
、
個
人
の
個
性
に
か
か
わ
っ
て
く
る
心
理
的
要
因
、
一
群
の
対
象
・
主

題
に
対
す
る
一
貫
し
た
反
応
様
式
（
賛
・
否
の
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
考
察
し
ょ
う
と
す
る
。
態
度
は
、
認
知
－
動
機
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

広
い
意
味
で
の
行
動
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
の
で
、
①
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
永
続
的
な
世
界
に
関
す
る
諸
仮
説
（
世
界
観
）
、
②
世
界
が
作

動
す
る
方
法
お
よ
び
そ
の
構
成
員
た
る
人
々
に
関
す
る
前
提
や
一
定
の
期
待
、
③
自
己
お
よ
び
他
の
人
々
の
信
条
や
展
望
、
④
善
・
悪
、

好
・
悪
に
関
す
る
感
情
や
信
念
、
を
構
成
要
素
と
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
態
度
を
推
定
す
る
基
と
な
る
行
動
は
常
に
「
比
較
」
行
為
と

「
選
択
」
行
為
一
複
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
出
す
「
決
定
」
行
為
1
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
容
易
に
判
ろ
う
。
か
く
し

て
、
「
判
断
の
心
理
学
」
が
態
度
や
態
度
変
化
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
第
一
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
判
断
は
個
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
直
面
し
て
自
己
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
相
違
す
る
と
認
識
す
る
度
合
で
あ
り
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
と
信
念
体
系
の
聞
に
生

じ
る
葛
藤
の
度
合
は
、
自
己
の
信
念
に
関
す
る
認
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
、
お
よ
び
信
念
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
と
の

距
離
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
彼
の
理
論
の
中
で
も
き
わ
立
っ
た
特
徴
を
持
つ
概
念
が
大
き
な
説
得
力
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
そ
の
概
念
と
は
刺
激
領
域
を
分
類
す
る
三
つ
の
概
念
で
あ
る
。
①
拒
否
領
域
（
0
9
8
け
δ
爵
配
。
一
9
茸
ロ
山
①
）
、
②
不
偏
傾
領
域

（
昌
O
昌
O
O
ヨ
b
P
一
け
け
簿
一
　
一
β
o
什
山
け
⊆
α
①
）
、
③
受
容
領
域
（
9
。
o
o
Φ
℃
冨
亘
①
冨
捧
＆
①
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ζ
■
ω
げ
舞
曲
の
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ

た
も
う
一
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
エ
ゴ
関
与
国
α
q
O
I
言
く
O
守
Φ
ヨ
Φ
暮
」
と
「
判
断
」
フ
ァ
ク
タ
ー
が
相
互
作
用
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
と
ポ
ジ
シ
。
ン
を
分
類
し
て
い
く
一
種
の
整
理
棚
で
あ
る
。
例
え
ば
、
個
人
が
公
共
政
策
に
つ
い
て
一
定
の
選
好
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
持
つ
時
は
、
常
に
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
受
容
可
能
な
意
見
領
域
に
あ
る
の
か
、
不
偏
傾
の
意
見
領
域
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
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も
、
拒
否
可
能
な
意
見
領
域
に
あ
る
の
か
を
認
識
す
る
。
そ
し
て
、
個
人
の
①
②
③
分
類
の
中
に
、
あ
る
一
貫
性
が
検
出
さ
れ
た
ら
、
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

②
③
分
類
の
中
に
生
じ
る
変
化
が
態
度
変
化
の
指
数
と
し
て
利
用
で
き
る
訳
で
あ
る
。
（
「
エ
ゴ
関
与
」
の
概
念
は
G
。
げ
①
N
罵
理
論
の
中
核

概
念
を
形
成
し
て
い
る
。
エ
ゴ
関
与
の
概
念
は
個
人
が
自
己
の
所
属
す
る
集
団
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
感
じ
、
集
団
そ
の
も
の
を
自
ら

の
エ
ゴ
構
造
・
照
準
枠
組
に
組
み
込
ん
で
い
る
度
合
を
測
定
す
る
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
投
票
行
動
や
マ
ス
・
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ

の
効
果
研
究
で
は
不
可
欠
の
媒
介
変
数
で
あ
る
）
。
態
度
変
化
の
文
脈
で
は
、
①
自
ら
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の
エ
ゴ
関
与
の
度
合
、
②
コ
、
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
源
へ
の
エ
ゴ
関
与
の
度
合
と
種
類
が
、
③
刺
激
状
況
に
お
け
る
構
造
の
度
合
、
④
個
人
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
対
象
（
コ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
容
）
と
の
相
対
的
な
不
一
致
、
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
論
述
を
前
提
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化
を
特
徴
付
け
る
事
実
群
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
　
ヨ

　
▽
F
　
高
い
投
票
率
へ
既
述
－
図
表
W
）

　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
▽
F
　
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
（
社
会
民
主
労
働
党
S
＋
左
党
共
産
党
V
P
K
）
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
．
プ
ロ
ヅ
ク
（
穏
健
統
一
党
M
＋
国
民

党
F
＋
中
央
党
C
）
へ
の
支
持
率
の
安
定
‡
急
激
な
変
化
よ
り
安
定
的
変
化
指
向
（
図
表
V
参
照
）

　
　
　

　
▽
F
　
シ
ス
テ
ム
へ
の
誇
り
と
愛
着

　
①
（
歴
史
へ
の
誇
り
）
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
違
っ
て
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
独
立
主
権
国
家
と
し
て
の
地
位
を
享
受
し
、

侵
略
国
の
支
配
に
屈
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
国
家
へ
の
誇
り
、
一
世
紀
半
に
わ
た
っ
て
平
和
を
享
受
し
て
き
た
過
去
の
実
績
が
、
ナ
チ

の
侵
略
に
抗
し
得
ず
暴
力
に
屈
し
た
隣
国
か
ら
の
孤
立
・
批
判
、
中
立
主
義
の
伝
統
に
裏
う
ち
さ
れ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
ス
カ
ン
デ
ィ

ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
中
で
も
特
異
な
存
在
に
し
て
い
る
。
（
そ
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
自
身
が
そ
の
顕
著
な
地
位
を
自
覚
し
、
誇
り
に
し

て
い
る
）
。
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スウェーデンの政治文化

　　　　図表V：社会主義ブロック， ブルジョワ・ブロック勢力比較

ブルジョワ・ブロック

　　　（M＋C＋F）
得票率1議席数

社会主義ブロック（S＋VPK）

得票率礒席数
113

112

47．6％

47．5〔1｝

11952．3％

12152．5

1960年〔5】

1964　｛6）

10547．0ω12853．11968　〔6｝

17049．4〔3｝

50．6〔3｝

18050。5〔2｝1970　（7）

1973 49．5｛41 175 50．6〔3｝ 175

（1）連合リスト（M＋C＋F，C＋F），およびキリスト教民主同盟（KDS）を含

　む。

（2）スウェーデン共産党（SKP）を含む。2
）

3
）

4
）

5
）

6
）

7
）

スウェーデン共産党（SKP）を含む。

KDSを含む。
SKP，および共産主義者同盟マルクス

ニ院制　定数230，当選者232。

二院制　定数230，当選者233。

一院制に移行　定数350。

・レーニン派（KFML（r））を含む。

　
②
（
伝
統
へ
の
強
い
愛
着
）
時
代
の
必
要
に
即
応
し
た
改
革
を
大

胆
に
行
な
う
柔
軟
性
を
持
つ
一
方
で
（
度
重
な
る
憲
法
改
正
や
選
挙

制
度
の
改
正
、
教
育
制
度
の
改
革
な
ど
）
、
伝
統
の
遣
産
に
対
す
る

愛
着
も
大
き
い
。
そ
の
典
型
は
王
制
で
あ
る
。
社
民
党
は
公
式
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
王
制
廃
止
を
主
張
し
て
い
る
が
、
四
〇
余
年
に
わ
た
る

政
権
担
当
の
実
績
を
も
っ
て
し
て
も
、
王
制
廃
止
に
容
易
に
踏
み
切

れ
ず
（
王
権
削
減
は
行
な
っ
て
も
）
選
挙
の
主
要
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

て
「
廃
止
」
を
打
ち
出
せ
ず
に
い
る
。

　
③
（
完
備
し
た
社
会
福
祉
、
経
済
的
成
功
へ
．
の
誇
り
）
国
民
は
時

に
重
税
を
こ
ぼ
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
（
最
近
は
特
に
野
党
側
に
立

つ
人
か
ら
の
不
平
を
耳
に
す
る
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
貧
し
い
国
か

ら
世
界
で
も
最
も
豊
か
な
国
に
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
押
し
上
げ
た

福
祉
政
策
、
経
済
政
策
に
は
一
種
の
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
い
る
。

「
福
祉
国
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」
は
全
政
党
、
全
国
民
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

で
あ
る
と
共
に
誇
り
で
も
あ
る
。

▽
脚
政
裳
利
益
団
体
へ
の
高
い
加
入
率
‡
「
組
織
の
国
．
ス

　
　
　
（
4
2
）

ウ
ェ
ー
デ
ン
ω
＜
①
同
戯
①
1
σ
q
①
昌
O
目
O
『
σ
q
鋤
巳
ω
①
『
鋤
α
」
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図表V［：主要政党の党員数（下部組織を除く）

穏　健　統　一　党

国 民 党

中 央 党

社 民 党

左　党　共　産　党

A：1969年12月31日

　現在党員数

148，802

80，564

226，718

907，502

14，368｛1》

B：1970年総選挙　AIB

　得票数　　　組織率

573，812

806，667

991，208

2，256，369

236，659

26％

10％

23％

40％

6％

（1）1970年12月31日現在

　　　　　　　　図表W：主要利益団体のメンバー数

労　　働　　組　　合 メンバー数

LO（全国労働組合連合会）

SAC（スウェーデン労働中央組織）

TCO（ホワイト・カラー労働者中央組織）

SR（官公庁労働者全国同盟）

SACO（スウェーデン専門職連合）

1，771，512

　21，697

　804，975

　19，873

　122，369

協　　　同　　　組　　　合

KF（協同組合連合会） 1，404，000

　
①
各
政
党
の
組
織
率
は
高
く
、
下
部
組
織
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

除
い
て
も
図
表
（
W
）
の
よ
う
に
な
る
。

　
②
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
力
は
高
度
に
組
織

化
さ
れ
て
お
り
、
労
働
者
の
八
○
％
（
賃
金
労

働
者
の
九
五
％
、
給
与
生
活
感
の
七
〇
％
）
近

く
が
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
て
い
る
（
図
表
田

　
（
4
4
）

参
照
）
。

　
⑧
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
観

　
ω
顕
著
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
向

　
《
信
念
体
系
》
が
行
動
へ
の
準
備
状
態
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
行
動
開
始
の
発
火
装
置
は
《
動

機
》
で
あ
る
。
政
治
学
は
《
動
機
》
概
念
の
精

緻
化
に
は
ほ
と
ん
ど
努
め
て
こ
な
か
っ
た
。
研

究
者
に
よ
っ
て
は
ま
る
で
雑
嚢
概
念
で
あ
る
か

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
し
、
行
動
と
同
義

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
動
機
は
一
種

の
緊
張
状
態
、
す
な
わ
ち
、
何
か
を
獲
得
し
な
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スウェーデンの政治文化

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
の
感
知
な
い
し
は
、
何
か
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
の
感
知
を
前
提
と
す
る
の
で
、

（
前
者
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
動
機
、
後
者
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
動
機
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
）
、
い
わ
ば
行
動
を
惹
き
起
こ
す
た
め
の
刺
激
な
い

し
は
推
進
力
・
衝
動
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
動
機
を
信
念
体
系
と
行
動
の
間
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
「
行
動
は
信
念
体
系
と
常
に
一
致
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
に
し

て
も
、
少
な
く
と
も
行
動
は
信
念
体
系
に
何
ら
か
の
起
源
を
持
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
」
と
い
う
控
え
目
な
仮
説
を
前
提
と
し
て
い
る
。

こ
の
仮
説
は
、
必
然
的
に
、
①
個
々
の
政
治
的
対
象
・
目
標
の
性
格
、
②
よ
り
一
般
的
な
環
境
刺
激
、
お
よ
び
③
信
念
体
系
、
心
理
的
・

生
理
的
必
要
か
ら
構
成
さ
れ
る
先
有
傾
向
、
④
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
属
性
、
⑤
政
治
的
社
会
化
・
認
識
の
性
格
、
五
者
間
の
相
互
作
用
へ
の

着
目
を
要
求
す
る
。

　
動
機
は
あ
る
一
つ
の
行
為
や
行
動
の
誘
因
・
推
進
力
で
あ
る
と
共
に
、
一
定
の
方
向
に
向
け
て
行
為
や
行
動
を
固
定
化
さ
せ
る
誘
因
で

も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
動
機
の
中
心
概
念
は
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
方
向
性
」
だ
け
で
は
な

い
。
反
復
・
定
着
↓
信
念
体
系
へ
の
包
摂
化
を
考
え
る
上
で
有
効
と
な
る
「
持
続
性
」
の
要
素
も
重
要
で
あ
る
。
《
動
機
》
は
「
方
向
性
」

を
重
視
す
れ
ば
《
行
動
》
に
、
「
方
向
性
」
と
「
持
続
性
」
を
重
視
す
れ
ば
《
信
念
体
系
》
に
接
近
す
る
。
　
前
項
②
（
δ
O
頁
以
下
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

系
と
し
て
、
ふ
た
た
び
《
信
念
体
系
》
に
言
及
し
よ
う
と
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

　
こ
こ
で
使
用
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
向
（
買
£
鑓
ヨ
ヨ
簿
口
o
o
ユ
①
葺
舞
一
8
）
一
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
指
向
（
冒
四
σ
q
菖
四
鼠
o

o
吋
δ
曇
曽
口
8
）
の
対
置
図
式
で
あ
る
。
○
●
ω
舞
8
ユ
が
菊
0
9
洋
∪
帥
包
の
研
究
を
基
礎
に
作
成
し
た
図
式
を
援
用
す
れ
ば
次
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

描
く
こ
と
が
で
き
よ
う
（
図
表
皿
）
。
1
は
認
知
の
側
面
で
は
「
閉
鎖
的
」
で
感
情
の
側
面
で
は
「
強
い
」
信
念
体
系
で
、
構
成
要
素
は

「
固
定
的
」
で
あ
る
。
H
は
「
閉
鎖
的
」
で
は
あ
る
が
「
弱
く
」
し
か
感
知
さ
れ
て
い
な
い
信
念
体
系
で
、
「
弾
力
性
・
融
通
性
の
欠
如
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し
た
」
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ッ
ク
ス
皿
は
「
開
放
的
」
で
「
強
く
」
感
知
さ
れ
て
い
る
信
念
体
系
で
、
「
強
固
な
」
要
素
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
W
は
「
開
放
的
」
で
「
弱
く
」
感
知
さ
れ
て
い
る
信
念
体
系
で
、
「
柔
軟
な
」
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

「
固
定
的
」
要
素
と
は
厳
格
で
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
で
、
主
張
や
証
拠
に
対
し
て
不
浸
透
性
を
持
つ
要
素
で
あ
る
。
変
化
は
た
と
え

生
じ
た
と
し
て
も
、
大
き
な
緊
張
状
況
の
下
で
の
ご
く
小
さ
な
外
傷
的
変
化
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
感
情
的
参
加
の
様
相
が
強
い
の

で
、
こ
の
「
固
定
的
要
素
」
の
持
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
潜
在
的
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、
積
極
的
活
動
に
走
る
可
能
性
は
高
い
。
「
非
弾
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
」
要
素
は
、
主
張
や
証
拠
に
対
す
る
不
浸
透
性
は
高
い
が
、
さ
程
強
く
感
知
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
な
い
の
で
、
積
極
的
活
動
に
向
か
う
可
能
性
は
低
い
。
「
持
続
性
」
は
高

　
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
、
外
傷
的
変
化
も
な
い
ま
ま
消
滅
し
た
り
、
棄
却
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

碓
　
　
　
　
　
　
　
り
う
る
・
「
強
固
」
な
要
護
・
強
く
感
知
さ
れ
て
い
る
が
・
主
張
や
証
拠
に
対

　
向

　
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
は
開
放
的
で
あ
る
。
「
持
続
」
さ
れ
る
傾
向
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
浸
透
性
が

，
ム捜

　
　
　
　
　
　
　
な
い
わ
け
で
は
な
文
少
な
く
と
も
原
則
的
に
は
、
変
化
過
程
に
服
す
る
可
能
性

弘
，
町
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
・
て
い
る
。
ま
た
、
「
強
固
」
な
要
素
は
罪
弾
力
的
」
要
素
に
比
べ
れ
ば

グ
グロ

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
強
い
。
最
後
に
、
「
柔
軟
」
な
要
素
は
感
知

プ
プ

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
が
低
く
、
主
張
・
証
拠
・
便
益
に
対
し
て
開
放
的
で
あ
る
。
変
化
可
能
性
は
大

孤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

臓
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
、
ダ
イ
ナ
・
・
ク
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て
低
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
純
粋
型
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
向
は
、
強
い
感
情
移
入
と
閉
鎖
的
な
認
知
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
を
持
ち
、
固
定
的
な
要
素
に
基
礎
を
置
く
信
念
体
系
で
あ
り
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

　　感　情
^＼強　　　　　弱

　　　　閉鎖的
@　　　（証拠・主

^　　　張に服さ　　　　ぬ）

F＼　　　開放的　　　（証拠・主　　　張に服す）

　　1
vログラム
w　　　向

I
I

II正 　　w
vラグマテ
Bズム指向
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スウェーデンの政治文化

ズ
ム
指
向
は
、
弱
い
感
情
移
入
と
開
放
的
な
認
知
構
造
を
持
ち
、
柔
軟
性
に
富
む
要
素
に
基
礎
を
置
く
信
念
体
系
で
あ
る
と
要
約
で
き
よ

（
4
8
）

う
。
前
者
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
純
潔
性
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
の
で
、
一
方
で
は
そ
れ
ら
を
体
現
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
て
闘
う
ス
タ
ー
を
待
望
す
る
。
　
一
種
の
ス
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
（
ω
什
鋤
N
ω
鴇
ω
け
①
5
P
）
に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
純
潔
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
除
名
、
粛
正
な
ど
を
含
む
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
手
段
も
採
用
さ
れ
る
。
ド
グ
マ
へ
の
忠
誠
は
、
シ

ス
テ
ム
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
よ
り
イ
ン
プ
ッ
ト
を
重
視
す
る
よ
う
に
命
ず
る
。
逆
に
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
実
利
、
実
益
を
何
よ
り
も
重

視
す
る
の
で
、
カ
リ
ス
マ
・
リ
ー
ダ
ー
よ
り
も
実
利
・
実
益
を
保
証
す
る
実
務
家
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
要
求
す
る
。
一
種
の
ス
タ
ー
レ

ス
・
シ
ス
テ
ム
（
ω
雷
二
①
ω
ω
Q
っ
鴇
ω
8
目
）
に
向
か
う
。
業
務
達
成
能
力
へ
の
忠
誠
は
、
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン
プ
ッ
ト
よ
り
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

重
視
す
る
よ
う
命
ず
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
純
潔
性
に
対
し
て
は
ル
ー
ズ
で
時
と
し
て
多
孔
性
を
誇
り
に
す
る
こ
と
す
ら

あ
る
の
で
、
異
見
に
対
し
て
概
ね
寛
容
で
あ
り
、
逸
脱
行
為
を
も
許
容
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
向
が
高
い
の
で
、
例
え
ば
政
府
、
政
党
、
利
益
団
体
な
ど
が
「
自
分
達
の
た
め
に

何
を
し
て
く
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
「
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
」
と
い
う
こ
と
以
上
に
重
視
す
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
神
話
の
入
り
込

む
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
狂
信
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
達
は
旗
の
振
り
場
に
困
る
で
あ
ろ
う
。
政
府
に
し
て
も
そ
の
活
動
に
対
し
て
国

民
が
熱
狂
的
な
感
情
移
入
を
し
て
く
れ
る
な
ど
と
は
期
待
し
な
い
方
が
ま
ず
無
難
で
あ
ろ
う
。
華
麗
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
リ
ッ
プ
・

サ
ー
ビ
ス
よ
り
は
実
質
的
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
方
が
は
る
か
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
ま
た
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
健
全
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
母
胎
と
な
ろ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
向
は
そ
の
原
理
偏
重
の
故

に
、
奔
放
な
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
陥
る
傾
向
が
あ
る
が
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
プ
ロ
の
役
割
・
責
任
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
役
割
・
責
任

を
峻
別
す
る
方
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
実
質
的
価
値
を
実
現
で
き
る
と
考
え
る
。
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図表K：党支持行動に及ぼす党首の影響力

現在の党首
でなければ
支持しない

判らない

115

現在の党首
に関係なく
支持する

84％

党首名

41680

Holmberg

Wed6n
穏健統一党

党民国

41779Hedlund党央中

21286Erlander党民社

61480Hermansson左党共産党

　
以
上
の
論
述
を
前
提
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化
を
特
徴
付
け
る
事
実
群
を
列
挙
し

て
み
よ
う
。

　
　
　

　
▽
F
　
世
論
調
査
の
結
果
ー
ス
タ
ー
レ
ス
．
シ
ス
テ
ム

　
①
仕
事
・
サ
ー
ビ
ス
指
向
の
高
い
国
民
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
個
人
的
忠
誠
心
よ
り
も
利
益
を
指

向
す
る
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
目
標
達
成
の
単
な
る
一
手
段
で
あ
り
、
政
党
や
利
益
団
体
程
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
得
な
い
。
一
種
の
ス
タ
ー
レ
ス
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
　
一
九
六
七
年
七

月
の
世
論
調
査
は
、
国
民
の
投
票
行
動
に
及
ぼ
す
党
首
の
重
要
性
を
調
査
し
た
が
、
各
党
の
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

者
の
％
以
上
が
現
党
首
に
関
係
な
く
党
を
続
け
て
支
持
す
る
と
回
答
し
た
（
図
表
医
参
照
）
。

　
②
一
九
六
八
年
四
月
の
世
論
調
査
は
青
年
を
対
象
に
「
世
界
中
で
誰
を
一
番
尊
敬
す
る
か
」
と

い
う
質
問
を
行
な
っ
た
。
現
職
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
治
家
は
上
位
一
〇
人
に
誰
れ
も
入
ら
な
か
っ

た
。
二
〇
〇
〇
以
上
に
も
な
っ
た
回
答
数
の
う
ち
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
政
治
家
に
入
っ
た
の
は
僅
か

七
票
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
う
ち
五
票
は
弓
』
二
⇔
巳
費
内
閣
の
財
相
Ω
§
昌
輿
ω
＃
ぎ
σ
q
、
一
票

は
当
時
売
り
出
し
中
の
教
育
文
化
相
O
・
℃
β
。
一
目
①
（
現
首
相
）
、
一
票
は
左
党
共
産
党
党
首
ρ
＝
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

＝
臼
日
p
。
口
。
・
ω
o
口
で
あ
っ
た
。

　
　
　

　
▽
F
　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
間
の
得
票
率
の
移
動
ー
冷
酷
な
国
民
性

　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
向
の
国
民
は
時
と
し
て
冷
酷
な
ま
で
に
政
党
を
ス
イ
ッ
チ
し
た
り
使
い
捨
て

る
。
そ
こ
で
、
党
は
有
権
者
を
動
員
し
、
支
持
者
の
忠
誠
心
を
強
化
す
る
上
で
一
番
有
効
な
プ
ロ
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スウェーデンの政治文化

　　　　　図表Xニブルジョワ・ブロック政党間の支持率変動

1960年

1964

1968

1970

1973

穏健統一党 中　央　党 国　民　党 連合リスト

得票率÷議轍1得票率ギ二面率÷議席数購÷論
　　　　11下　　　　　　下 下 下

厩「139
1・・1↓133

1・・1↓132

11・・国・・

1・・1↑51

1・・． 堰@34

1・・1↓135

1酬↑39
11・・岡71

・・1↑【・・

1・・目・・

1・・1↓43

14．3　↓　34

11・・困58

・・4↓134

…d・
…↑1・

（1）M十C十F，C十F

図表X：投票行動の変化と安定（1956～60年）

少なくとも1回投票したこ
とのある政党

投　　票　　行　　動 麟慌国訴戯
一貫して投票，

挙に参加
しかもすべての選

一貫して投票，しかし，すべての
選挙に参加したわけではない

それぞれ違った政党に投票したが，
ブルジョワ・ブロック内での支持
変更

その他の政党への支持変更

計（％）

回　　　信 者 数

　52
（％）

13

30

5

54

18

16

12

43

18

23

16

56

19

13

12

1・・
D1・・11・・．1・・

22苧12G71266 614

64

24

12

計

＝一

46

23

黷
U

100

　7

100

720　1，283

グ
ラ
ム
を
模
索
し
ょ
う
と
す

る
。
こ
れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
持
率
の
変

　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

化
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
①
選
挙
結
果
ー
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
元
仁
間
の

支
持
率
・
議
席
数
変
動
（
図

　
　
　
（
5
2
）

表
X
参
照
）
。

　
②
b
u
o
o
り
貯
一
く
涛
に
よ
る

「
投
票
行
動
に
お
け
る
変
化

と
安
定
」
調
査
は
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
野
党
間
の
投

票
行
動
の
変
動
が
大
き
く
、

逆
に
、
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク

へ
の
支
持
が
安
定
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
た
（
図
表

　
　
1
　
（
5
3
）

　X
．
罰
参
照
）
。
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図表皿：主要政党間の支持変更率（1956～60年）

穏　健
　　　　中央党
統一党

国民党　社民党

＝14％

（453）

ニ51％

（243）

こ31％

（83）

＝48％

（139）

以前の選挙で別の党に投票した者
1956年選での支持者

　　　　　　　（回答者数）

＝11％

（663）

＝47％

（212）

＝42％

（194）

＝41％

（181）

以前の選挙で別の党に投票した者

1960年選での支持者

　　　　　　　（回答者数）

　
　
　

　
▽
4
　
官
吏
の
高
い
社
会
的
地
位
と
厳
格
な
責
任
体
制
‡
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム

　
　
F

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
自
分
達
の
代
表
者
を
統
治
と
い
う
仕
事
の
任
に
あ
た
ら
せ
る
た
め
に
選
ぶ

が
、
選
ば
れ
た
代
表
者
が
そ
の
活
動
に
従
事
し
て
い
る
時
そ
れ
を
助
け
る
の
が
市
民
の
義
務
と
は

考
え
て
い
な
い
。
統
治
は
プ
ロ
の
任
務
で
あ
り
、
専
ら
、
公
的
な
ポ
ス
ト
を
持
つ
者
が
こ
れ
に
あ

た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
た
る
市
民
の
行
な
う
仕
事
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
政
府
官
吏
は
歴

史
的
に
高
い
社
会
的
地
位
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
高
度
に
特
殊
化
さ
れ
た
職
務
を
専
門
用

語
を
駆
使
し
て
遂
行
し
て
い
る
。
政
府
官
職
は
、
歴
史
的
に
は
貴
族
の
称
号
を
持
つ
者
の
指
定
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

で
あ
り
、
今
日
で
は
大
学
の
学
位
（
主
に
法
学
士
）
を
持
つ
少
数
者
の
活
動
舞
台
で
あ
る
。

　
こ
の
高
い
社
会
的
地
位
は
「
成
功
は
集
団
（
政
党
や
官
庁
）
に
、
失
敗
は
官
吏
個
人
に
」
と
い

う
原
則
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
は
官
吏
の
責
任
を
世
界
で
も
類
が
な
い

ほ
ど
こ
と
細
か
に
規
定
し
て
い
る
。
自
ら
の
職
権
を
超
え
た
官
吏
、
自
ら
の
権
限
を
正
当
に
行
使

す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
官
吏
は
「
悪
い
結
果
」
す
べ
て
に
対
し
て
個
人
的
に
責
任
を
負
わ
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

ら
な
い
。
当
然
、
免
職
を
含
む
数
多
く
の
制
裁
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
長
期
的
な
調

査
や
広
範
な
諮
問
、
す
な
わ
ち
、
過
度
の
忍
耐
を
要
求
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、
官
吏
の
知
的

ス
タ
イ
ル
の
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
自
己
保
存
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
社
会
的
表
現
で
も
あ
る

の
だ
。

　
《
結
論
》
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
マ
ス
政
治
文
化
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スウェーデンの政治文化

　
以
上
の
こ
と
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
治
文
化
の
特
微
は
豊
富
な
政
治
的
知
識
、
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
大
き
な
愛
着
．
支
持
、
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
観
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
へ
の
高
い
指
向
↓
ス
タ
ー
レ
ス
・
シ
ス
テ
ム
指
向
↓
厳
正
な
プ
ロ
フ
冠
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
役
割
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
0

責
任
を
限
定
し
た
山
．
同
い
政
治
参
加
）
、
妄
約
で
き
ょ
う
。
少
な
く
と
も
、
．
」
。
で
基
礎
を
置
い
た
妻
F
～
町
に
依
拠
す
る
限
り
、
．
．

れ
ら
の
結
論
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化
が
か
っ
て
O
虐
げ
ユ
色
≧
目
8
畠
⇔
巳
ω
達
昌
。
嘱
く
興
げ
薗
が
「
臣
民
型
　
　
参
加
型
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
5
6
）

ω
ロ
び
冨
6
マ
℃
p
。
「
岳
。
甘
9
。
三
〇
轟
け
信
「
①
」
と
呼
ん
だ
も
の
の
一
変
形
で
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
3
　
エ
リ
ー
ト
政
治
文
化
（
実
証
的
研
究
へ
の
仮
説
）

　
三
I
A
で
使
用
し
た
変
数
を
念
頭
に
お
き
、
マ
ス
政
治
文
化
が
「
臣
民
型
一
参
加
型
政
治
文
化
」
の
一
変
形
で
あ
る
こ
と
を
出
発
点

に
エ
リ
ー
ト
政
治
文
化
の
特
徴
を
簡
単
に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
よ
う
。

　
ω
業
務
指
向

　
ス
タ
ー
を
必
要
と
し
な
い
政
治
文
化
で
は
政
治
を
ゲ
ー
ム
と
し
て
で
は
な
く
一
つ
の
業
務
と
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
が
待
望
さ
れ
る
。
シ
ス

テ
ム
に
対
す
る
大
き
な
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
い
る
市
民
は
政
治
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
た
く
て
政
界
に
入
る
者
、
政
治
を
功
名
心
や

名
誉
欲
を
充
足
す
る
た
め
の
手
段
と
考
え
て
い
る
野
心
家
、
政
治
を
通
じ
て
金
も
う
け
を
企
ん
で
い
る
政
治
屋
を
拒
否
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
政
治
的
ポ
ス
ト
の
持
つ
エ
リ
ー
ト
特
権
は
他
の
国
に
比
べ
ご
く
少
な
い
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
厳
格
な
プ
ロ
フ
、
。
シ
．
ナ
リ
ズ
・
（
岡
参
照
）

　
臣
民
型
－
参
加
型
市
民
は
決
定
作
成
者
に
は
大
幅
な
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
与
え
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
官
吏
職
や
政
治
的
公
職
に

対
す
る
高
い
尊
敬
の
念
と
結
び
付
く
（
官
吏
の
俸
給
は
決
し
て
低
く
な
い
。
し
か
し
、
有
形
・
無
形
の
別
途
役
得
と
い
っ
た
も
の
は
な

い
。
国
会
議
員
、
首
相
の
俸
給
は
低
く
、
そ
れ
ぞ
れ
年
額
一
五
〇
万
円
、
六
二
〇
万
円
位
－
一
九
六
八
年
）
。
そ
し
て
、
も
う
一
方
で
、
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厳
格
な
責
任
体
制
と
結
び
付
く
。
官
吏
の
失
敗
に
対
す
る
制
裁
は
冷
酷
な
迄
に
厳
格
で
あ
る
（
成
功
は
団
体
に
、
失
敗
は
個
人
に
帰
す
）
。

　
㈹
慎
重
な
審
議
と
広
範
な
諮
問

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
治
の
知
的
特
徴
は
決
定
作
成
者
の
忍
耐
強
さ
と
慎
重
な
調
査
・
審
議
、
広
範
な
諮
問
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
る
意

味
で
は
、
責
任
体
制
の
厳
格
さ
に
由
来
す
る
自
己
保
身
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
万
全
の
策
を
尽
し
た
と
い
う
印

図表XIII：コンセンサス・ポリティックスの

　　　　　　　　　　　　社会心理学的モデル

境
激

環
刺

！
～
・
、
激

瞳
詳
政治問題
＼・事件

パーソナリティ属憧　　「

政治的社会化認議

政治的信念体系
価値、態度〆信条

　　　　◇

　　　オビニ
　　　　オン

動　機

影治行勧

会
的
激

社
学
刺

ぬ準
鰍

選
リ
政

・畿癖悉曇謬1》

腕。，政治。。テ。σ、フ。一♂

ブイードバック ブイードバック

象
は
失
敗
に
基
づ
く
責
任
追
及
を
緩
和
す
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
一
つ
の
政
策
案
件
を
一
〇
年
単
位
の
長

期
的
な
審
議
過
程
に
送
り
込
む
伝
統
は
、
忍
耐
強
い
調

査
の
重
要
性
を
高
く
認
識
す
る
知
的
伝
統
に
基
礎
を
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

い
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
の
政
治

家
は
決
定
作
成
者
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
歴
史
的
事
件

の
織
り
成
す
悠
久
の
流
れ
に
か
か
わ
り
あ
い
を
も
つ
機

会
を
得
た
一
人
の
参
加
者
と
い
う
印
象
が
強
い
。

　
ω
同
意
指
向

　
他
の
国
で
な
ら
世
論
を
二
分
す
る
程
の
懸
案
を
す
べ

て
解
決
し
、
そ
の
一
方
で
、
世
界
で
も
最
も
恵
ま
れ
た

生
活
環
境
の
実
現
に
成
功
し
た
こ
の
国
で
は
、
政
策
を

め
ぐ
る
論
争
は
、
長
期
に
わ
た
る
慎
重
な
審
議
過
程
を
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経
た
最
小
公
分
母
の
発
見
を
通
じ
て
終
止
符
が
打
た
れ
る
。
こ
の
伝
統
と
相
侯
っ
て
政
策
論
争
は
専
ら
個
別
主
義
、
相
対
主
義
を
指
導
理

念
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
《
暫
定
的
結
論
》
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
リ
ー
ト
政
治
文
化

　
高
度
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
知
的
ス
タ
イ
ル
が
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
リ
ー
ト
に
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
知
的
ス
タ
イ
ル
こ
そ
政
策
論

争
に
際
し
て
抗
争
よ
り
協
同
を
評
価
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
基
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
抗
争
発
現
の

機
会
を
最
小
化
し
よ
う
と
す
る
エ
リ
ー
ト
の
知
的
伝
統
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
れ
、
自
己
保
身
に
身
を
委
ね
る
官
吏
の
願
望
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
れ
、
公
然
た
る
抗
争
を
嫌
う
国
民
の
感
情
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
れ
、
現
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
ス
タ
イ
ル
に
定
着
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
（
し
か
し
政
策
決
定
過
程
の
分
析
、
権
力
形
成
過
程
の
分
析
な
ど
を
通
じ
た
体
系
的
研
究
に

よ
っ
て
補
完
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
結
論
は
、
印
象
記
述
的
な
も
の
に
止
ま
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
）
。

スウェーデンの政治文化

四
　
展

望

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
文
化
を
体
系
的
に
扱
っ
た
研
究
は
今
の
所
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
9
0
h
幻
巳
P
O
ロ
昌
口
霞
ω
さ
包
。
β
厘
α
ヨ

竃
。
嵩
口
と
い
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
学
者
は
積
極
的
に
伝
統
的
政
治
学
の
枠
組
を
超
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
理
論
体
系
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
彼
ら
の
研
究
枠
組
か
ら
は
今
後
も
精
緻
な
政
治
文
化
論
は
出
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
の
研

究
業
績
が
政
治
文
化
論
の
展
開
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
際
、
本
稿
で
用
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
1

変
数
に
沿
っ
た
整
序
が
巨
視
．
微
視
分
析
の
連
結
作
業
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
（
図
表
皿
）
。
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